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９月１日、「防災の日」に始まる 2学期 
       校長 阿出川 千賀子 

 

はじめに、７月２８日の熊本県での地震や、８月１３日の千葉県での豪雨により、被災

された皆様に、心よりお見舞い申し上げます。また、８月２３日未明には茨城県を震源と

する地震が発生し、都内でも震度５を観測する地域がありました。改めて、自然災害は

いつ、どこで起こるか分からないことを実感する夏となりました。 

９月１日の防災の日に２学期がスタートします。校内には再び元気な児童・生徒の声

が響き、大変うれしく思っています。同時に、災害対策、安全対策に万全を期しながら学

校運営を進めていくことを、改めて確認しています。 

７月２２日には、福祉避難所設置訓練を実施しました。地域関係の皆様や PTA の皆

様、児童・生徒の有志の皆さんにも御協力をいただき、誠にありがとうございました。暑

さの厳しい中での実施となりましたが、熊本県での地震発生 

を受け、災害時における暑さ対策の重要性を再認識する機会 

となりました。 
 

夏季休業日中、校内では、教職員が防災訓練をはじめ、様々 

な研修や教材研究に取り組みました。その成果を２学期からの 

授業や指導に生かして参ります。 

私は、青森県での全国特別支援学校知的障害教育校長研究大会に参加しました。

青森県には世界遺産である三内丸山遺跡があります。大会では、三内丸山遺跡センタ

ー顧問・特別研究員の岡田康博氏による『縄文人に学ぶウェルビーイング』と題した講

演を拝聴しました。岡田氏のお話によると、遺跡の調査から、縄文人は自らを自然の一

員と捉え、共生が当たり前のものとしていたこと、平和で協調的な社会を築き、介護も行

われていたことが分かっているそうです。縄文人が、自然と共に生きながら、持続可能な

資源利用を実現し、平和で協調的な社会を営んでいたことは、現代を生きる私たちにも

多くの示唆を与えてくれます。変化の大きな時代だからこそ、先人の知恵に学びながら

未来を考え、よりよい社会の実現につなげていくことの大切さを改めて感じました。 
 

２学期末には、児童・生徒はもちろん、保護者の皆様も楽しみにされている矢口祭を

予定しています。日頃の学習の成果を発表できるよう学習や準備を進めて参ります。 

２学期も、本校の教育活動への御理解と御協力をよろしくお願いいたします。 

 

 

矢口だより 校長 阿出川 千賀子 

 

令和８年９月１日発行 
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   規則正しい生活をしよう。  廊下の端を歩こう。 

校内研究会にて教材を紹介しあう様子 
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